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新型コロナウイルスの流行は、観光業に大きな影響を与えましたが、令和5年（2023年）以降、

国内外の観光需要は回復し、地方観光地への関心が高まっています。特に、自然体験型や少人数

旅行、健康志向の観光が注目され、ワーケーションや二拠点生活への需要も増加しています。

本市においても、日向岬や馬ケ背などの絶景スポットを始めとした豊かな自然、神武東征お舟出

伝説など神話の舞台に近接する歴史的背景、伝統文化、新鮮な食材、サーフィンや渓流を活用した

沢登りといったアクティビティなど、新たな観光ニーズに対応できるポテンシャルを秘めています。

一方、観光需要の拡大に伴い、宿泊施設や飲食業を中心とした観光産業を支える労働力不足

や自然環境の保全、地域住民との共生が課題となります。これからの観光ニーズに応じた持続可能

な観光地域として発展していくためには、観光資源の磨き上げのほか、地域住民と協働した取組が不

可欠であり、観光DXの活用による情報発信や観光動向の分析、キャッシュレス決済の普及による利

便性向上なども重要となります。また、地震・津波などの自然災害リスクを踏まえた観光インフラの防

災力強化も求められます。

観光は、関係人口や交流人口の拡大、地域経済の活性化、移住・定住促進に貢献し、訪れる

人にも住む人にも魅力的な「住みたくなる観光地」を実現する鍵となります。これからの国内旅行、イン

バウンド需要に対応し、持続可能な観光戦略を展開することで、地域経済の発展と住民の生活向

上を目指します。
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上記の図は、令和2年度（2020年度）に本市が改訂した日向市人口ビジョンによる推計（以下

「R2推計」）と人口推計のためのワークシート（内閣府）における国立社会保障・人口問題研究

所に準拠した推計（以下「社人研準拠推計」）をグラフにしたものです。

社人研準拠推計では、 R2推計よりも人口減少傾向が強く出ており、令和32年（2050年度）の

本市の人口は42,322人となっていて、長期的には、人口推計が下振れしています。

交流人口の拡大に取り組むことで、関係人口の増加と地域の賑わいの創出を目指すことに加え、

観光客に満足いただけるサービスを提供し、外貨を獲得することがまちの活性化につながります。

また、市民、事業者、行政が一体となって観光まちづくりを進めることで、市民の本市への愛着や誇

りを高めることで、定住人口の維持・増加を図り、地域コミュニティの活性化を促進することも重要とな

ります。

3

交流人口拡大に取り組む意義
2

日向市 人口推計
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戦略策定の趣旨

観光とは、他にはない素晴らしい資源を観光客に体感し楽しんでもらうことを通じて、その地域ならで

はの価値を提供する産業といえます。観光客にその価値を提供するためには、観光客が楽しめる一連

の工夫や努力が必要です（地域資源の磨き上げや観光コンテンツ造成、プロモーションを行うなど）。

本戦略は、観光客に本市の魅力を提供するため、市民、事業者、行政が役割分担を明確にし、一体

となって目指すべき姿を実現するための指針（本市が何を目指し、どのような取組を行うべきか）として

まとめたものです。
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（１）地域経済の活性化

コロナ禍後の経済回復が進む中、観光客誘致により、宿泊、飲食、交通、地元産業 、その他サー

ビス業に関連する消費が増え、外貨を稼ぐ原動力となる観光戦略は、地域全体の持続的な経済成

長の柱となります。

2
戦略策定の意義

（２）地域資源の最大活用と価値向上

本市には豊かな自然、歴史的・文化的な地域資源があり、これらを観光に活用することで、地域の

価値を高めるとともに、地域外に魅力を発信することができます。観光戦略は本市独自の資源を磨き

上げ、それを最大限に活かすための方向性を示すものになります。

（３）持続可能な観光の実現

持続可能な観光（サステナブルツーリズム）には、地域の自然環境や文化を守りながら、観光客

に価値を提供することが求められます。観光戦略は、長期的な視点で環境負荷を抑えつつ、地域の

持続可能な発展を図るものといえます。

第2章 観光戦略の概要

（４）関係人口と定住人口の増加

観光戦略は、地域と観光客との交流を深め、リピーターや関係人口が増加することを目指すとともに、

最終的に本市に定住するなど、地域活性化に寄与する戦略となることが求められます。

（５）地域資源への愛着や誇りの醸成

市民が自分たちの住むまちに誇りを持ち、地域の魅力を再発見する機会を提供することも、観光

戦略の意義です。観光に携わる市民や事業者が、地域の魅力を共有し、訪問者に対して歓迎する

気持ちを醸成することが求められます。
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（６）新しい観光需要に対応

現在の観光需要の変化に対応することが、戦略策定の大きな意義となります。観光客の需要は、

個人型旅行や自然体験など、新しい観光スタイルにシフトしています。これらの需要に応えるため、

滞在型観光や地域との交流をさらに強化する戦略が必要です。

（７）観光のブランド価値向上と競争力強化

本戦略は、本市を魅力的な観光地としてブランド化し、発信するための基盤となります。観光地

としての好感を醸成し、競争力を高め、他の観光地との差別化を図るために、独自の観光資源や

魅力を強化することが求められます。

（８）人口減少が進む中での稼ぐ力の維持と成長の重要性

人口減少が進行する中、特に生産年齢人口の減少が、観光においても深刻な影響を与える可能

性が高いといえます。今後担い手不足に陥り外貨を稼ぐ力が低下すると考えられるため、将来を見据え、

省力化・効率化しつつも質を高める観光振興が求められます。観光DX等の取組や市民の観光振興

への参加・協力等によって、人口減少が本格化する前に基盤を構築することが重要です。

アナログとデジタルを上手く組み合わせた戦略策定が求められています。
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戦略策定の目的

本戦略においては、新型コロナウイルスの流行により落ち込んだ経済の早期回復に向けて、地域の

賑わいの創出を図ります。また、歴史文化や自然等の地域の魅力を再認識してもらうことで、市民の

愛着と誇りを高め、定住人口の維持・増加や、地域コミュニティの活性化を図ることも目的としています。

３

戦略の位置づけ

本戦略は「第３次日向市総合計画・前期基本計画、重点戦略・アクションプラン」の下位計画で

あり、それに示された分野別施策を踏まえて策定しています。第３次日向市総合計画における観光

施策は下記の通りです。

４

３－１来てみたくなるまちづくり

プロモーションの推進

持続可能な観光地域づくりの推進

国内外誘客による観光消費の拡大

スポーツ施設の整備と活用

スポーツ交流の推進

３－２誇りと愛着を育み人が集まる

まちづくり

地域ブランドの確立

ふるさと寄附金制度の推進

ワーケーションの推進

先人の顕彰と活用

移住定住の促進

人口減少の抑制

地域経済の活性化

にぎわいの創出

交流人口の増加

関係人口の増加

定住人口の定着



観光市場の現状
1

国内観光旅行延べ人数は、平成23年（2011年）から令和元年（2019年）までの９年間は6

億人前後を推移しました。しかし、令和2年（2020年）は新型コロナウイルス感染症の影響により、

延べ人数は３億人弱に減少しました。令和4年（2022年）以降は増加に転じ、令和5年（2023

年）の日本人国内宿泊旅行者数は延べ2億8,135万人、国内日帰り旅行者数は延べ2億1,623

万人となりました。

（１）国内観光旅行延べ人数及び国内旅行消費額の推移

国内旅行消費額については令和元年（2019年）には過去最高の約22兆円に到達しました。

しかし、令和2年（2020年）は消費額は約10兆円まで減少しました。令和4年（2022年）以

降増加に転じ、令和5年（2023年）の日本人国内旅行消費額は約21.9兆円、このうち宿泊旅

行消費額は約17.8兆円となりました。

日本人国内宿泊旅行延べ人数、国内日帰り旅行延べ人数の推移

日本人国内旅行消費額の推移

6

第3章 観光の動向と本市観光の現状と課題
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資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」

資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査」
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国は、平成15年（2003年）の「観光立国宣言」を契機に、様々なインバウンド対策を行ってきま

した。インバウンド客は年々増加し、平成25年（2013年）に1,000万人を超え、平成30年（2018

年）には3倍以上に急激に伸びています。平成31年（2019年）には過去最高の3,188万人を記

録しました。

訪日外国人旅行者数は、平成31年（2019年）まではビザの戦略的緩和や訪日外国人旅行

者向け消費税免除制度の拡充、CIQ体制の充実といった施策を進めるとともに、航空・鉄道・港湾

等の交通ネットワークの充実、多言語表記をはじめとする受入環境整備、日本政府観光局

（JNTO）等による訪日プロモーション等により、過去最高を更新しました。

しかし、令和2年（2020年）から令和4年（2022年）までの訪日外国人旅行者数は新型コロ

ナウィルス感染拡大に伴い、年間を通じて大きく減少しました。

令和4年（2022年）6月の外国人観光客の受入再開、同年10月の水際措置の大幅緩和等に

より徐々に回復。令和5年（2023年）に入ってからは東アジアを中心に大きく増加し、同年10月に

は令和元年（2019年）同月を超え、年間では2,507万人（2019年比21.4％減）となりました。

（２）訪日外国人旅行者数の推移

訪日外国人旅行者数の推移
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日向市観光の現状
2

観光入込客数は、平成22年（2010年）の初寄港から続いている大型クルーズ客船の寄港、平

成26年（2014年）の東九州自動車道開通、平成29年（2017年）「世界ジュニアサーフィン選手

権」の開催などにより150万人に達しました。その後、令和元年（2019年）までは150万人前後で

推移しました。

観光消費額は、観光入込客数とほぼ同様の推移を示しており、令和元年（2019年）には約25

億円に達しました。

しかし、令和２年（2020年）は新型コロナウイルス感染症の影響により、観光入込客数は約98

万人に、観光消費額は約15.9億円と急激に落ち込みました。また、令和3年（2021年）は観光入

込客数約81万人、観光消費額は約9.5億円と更に落ち込みました。

令和4年（2022年）は、ようやく上昇に転じ、令和5年（2023年）には観光入込客数は約110

万人、観光消費額は約23.6億円まで回復しました。

（１）観光入込客数及び観光消費額の推移

8

観光消費額の推移
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観光入込客数及び観光消費額と同様の推移を示しており、平成28年（2016年）の13.5万人

に対して令和元年（2019年）には17.2万人まで増加しました。しかし、こちらも令和2年（2020

年）には11.3万人に大幅に減少しました。

（２）市内宿泊者数の推移

平成29年（2017年）の世界ジュニアサーフィン選手権開催等により、平成28年（2016年）の

約23.6万人から約30.2万人にまで増加しました。その後は26万人前後を維持していましたが、令和2

年（2020年）は新型コロナウイルス感染症の影響によるサーフスポット駐車場の閉鎖等により約

18.1万人と大幅に減少しました。

（３）サーフィン等利用客数の推移

市内宿泊者数の推移

サーフィン等利用客数の推移
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日向市観光客の傾向
3

本市では、観光客の傾向を把握するため本市に訪れた方を対象にアンケート調査を実施しました。

収集方法：インターネット（定量調査）

実施時期：2024年12月26日(木) ～2025年 1月30日(木)

回答者数：日向市内にクルーズなど観光目的で訪れた方92人に対してアンケートを実施。

回答者92人のうち、性別においては大きな偏りはなく、年齢別では50歳以上が全体の約7割を

占めており、本市への観光客はシニア層が中心となっています。

これまでの本市への訪問回数については、３回以上と回答した方が全体の約２割、初めての

訪問者は約７割でした。また、回答者の居住地については、全体の約７割が九州内でした。

回答者の属性

回答者の本市への訪問回数と居住地

1

2

10

男女比 年齢層

居住地これまでの
訪問回数

【アンケート概要】
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日向市
商工観光部観光交流課

知っている観光地の上位は、日向岬・馬ケ背（39名）、クルスの海（32名）が占めましたが、

本市の観光地を知らないという方も27名に上り、今後に課題を残しました。

観光情報の入手については、インターネットが81名と圧倒的で、SNS、観光パンフレット、テレビと

続きました。デジタルメディアとマスメディア、紙媒体など様々な方法での情報入手がみられました。

訪問地に必要な物としては、散策マップが51名でトップとなりましたが、その他は観光案内所、

駐車場、案内表示（多言語表示を含む）、Wi-Fiなどのハード整備が上位に並びました。

旅行先として本市を選ばない理由としては、情報量が少ない、交通が不便、距離が遠いが上

位を占めました。

設問①知ってる観光地
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日向市の若者の観光に対するイメージ
4

本市の観光に対するイメージを把握するため、市内の県立高等学校3校の生徒を対象にアンケート

調査を実施しました。

収集方法：インターネット（定量調査）

実施時期：2024年11月6日(水) ～ 11月18日(月)

回答者数：市内高等学校（日向高校、富島高校、日向工業高校）の生徒734人に対して

アンケートを実施。

【アンケート概要】

本市のイメージとしては、サーフィンが圧倒的な支持での１位となり、ひょっとこ夏祭り等をイメージ

したと思われる祭りが次点、３位に観光が入り、この３つのイメージが高いことが分かりました。

観光名所では、馬ヶ背、お倉ヶ浜海水浴場、クルスの海が上位3位を占めましたが、僅差で大御

神社、日向岬グリーンパーク、若山牧水記念館も認知度が高い結果となりました。

設問①日向市のイメージは？
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設問③日向市の観光課題は？

設問④何を強化したら良いか？

観光課題は、知名度が低い、観光地まで遠い、交通機関がわかりにくいの順位となりました。その他、

土産物品に特徴がない、誘引力がある観光地が少ない、情報発信がわかりにくいなど様々な課題が

上がってきました。

何を強化したら良いかについては、情報発信の強化、観光イベント増加、飲食店に行きやすくするが

上位を占めました。

13

第３章

観
光
の
動
向
と

本
市
観
光
の
現
状
と
課
題

人

人



ポストコロナ観光戦略・施策に対する専門家・有識者
による評価と課題

5

（１）観光地域づくりの進展と課題

本市の観光地域づくりは、お土産品開発や新たな観光コンテンツの導入において一定

の成果を上げてきました。特に、日向坂46との連携や外国人向けのモニターツアーの実施

は評価できると思われます。一方で、観光案内や市民によるおもてなしは、他自治体との

差別化が十分ではありません。広域連携についても、県北・東臼杵圏域との協力が進め

られていますが、情勢の変化に対応しきれていない部分があります。

（２）観光資源の活用とブランディングの強化

へべすや岩ガキ、伊勢エビなど地元食材を活かした食のプロモーションが進み、一定の

知名度を得ました。しかし、他自治体との差別化が不十分で、リブランディングが必要で

す。特に、サーフィン以外の観光資源が外国人観光客に伝わりにくく、情報発信の見直し

が求められます。ホームページの更新不足やリンク切れなどの課題もあり、観光情報の質

を向上させることが不可欠です。

（３）インバウンド観光の遅れ

インバウンド観光が回復する中、本市は多言語対応や外国人向けプロモーションが遅

れています。宮崎空港発着の国際定期便は回復しつつありますが、JRや県北有数の観

光地高千穂町との公共交通の連携が不足し、レンタカーに頼らざるを得ない状況です。

Googleマップや観光関連サイトでの評価向上も課題であり、戦略的な情報発信が必

要です。

（４）宿泊施設と滞在型観光の不足

宿泊施設が不足しており、観光消費の増加を妨げています。ナイトタイムエコノミーが

未発達で、夜間に楽しめる観光コンテンツが少ないため、観光客が市外に宿泊する傾向

が強いです。市南部の観光資源と宿泊施設の距離が遠いことも影響しています。今後は、

キャンプ場やエコロッジ、古民家を活用した宿泊施設の拡充が求められます。また、夜市や

ナイトツアー、食文化を活かしたイベントの強化も必要です。

（５）観光DXの推進とデータ活用

観光DXの推進が遅れており、宿泊施設のオンライン予約対応は進んでいますが、

飲食店や観光施設のデジタル決済やオンライン予約システムの導入が不十分です。

SNSやウェブサイトを活用したデジタルマーケティングを強化し、特に若年層向けのプロ

モーションを積極的に展開する必要があります。また、観光動向をリアルタイムで分析

し、ターゲット市場に的確な情報発信を行う仕組みの構築が求められます。
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（８）持続可能な観光戦略の確立

JSTS-D（日本版持続可能な観光ガイドライン）を活用し、環境保全と観光振興の両立

を図ることが必要です。エコツーリズムの推進や、地域住民が関与する観光プログラムの開発を

進め、観光が地域全体に利益をもたらす仕組みを構築することが求められます。観光消費の

地域内循環を促し、「住みたくなる観光地」を目指すことが求められます。

（６）観光資源の多角化と地域との連携

現在の観光はサーフィンが中心ですが、歴史・文化・農漁業体験など多様なコンテンツの開

発が必要です。美々津の歴史的街並みを生かした文化体験ツアーや、耳川流域の農業・

漁業体験を観光商品化し、個人旅行者でも楽しめるプログラムを整えることが必要不可欠で

す。また、観光消費を地域経済に還元し、持続可能な観光モデルを確立することが重要となり

ます。

（７）市民参加型の観光振興

観光戦略の推進には、市民の意識改革が不可欠です。市民が観光地としての役割を理解

し、観光振興に関わることが求められます。観光人材の不足を補うため、副業としての観光業

参入を促し、観光ガイドの育成を支援することで、地域全体で観光産業を支える仕組みを構築

する必要があります。
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コロナ禍における主な観光動向
6

コロナ禍（令和5年まで）を経て、人々の価値観や行動が大きく変化し、旅行ニーズや旅行形態、

さらには働き方や生活様式に新たな傾向が見られるようになりました。旅行においては、衛生的で安全

な旅に対する関心が依然として高く、特に混雑を避けて地方でゆっくり過ごすスタイルが人気を集めてい

ます。観光客は、自然や文化に触れる体験型の旅行を求める傾向を強めており、これにより地方観光

地の価値が再認識されています。また、サステナビリティを意識した旅行先選びも増加しており、観光地

は環境保全や地域住民との共生を考慮した施策が求められています。

情報通信技術（ICT）の進化は観光業界にも大きな変革をもたらしています。AIやビッグデータを

活用した観光動向の分析、スマートフォンを活用した利便性の高い情報提供、キャッシュレス決済の普

及など、観光客が安心して快適に旅行を楽しむためのデジタル技術が加速的に普及しています。これに

伴い、観光産業ではオンライン予約システムやバーチャル体験型コンテンツなど、新たな付加価値を提供

する取組が進んでいます。一方、働き方においては、テレワークが多くの業界で定着し、これにより「どこで

も働ける」環境が広がっています。特に、地方で働きながら休暇を取る「ワーケーション」の需要は拡大し

ており、リモートワークを活用した新しいライフスタイルが注目を集めています。地方での生活の魅力が高

まり、二拠点生活や地方移住への関心も増加しています。これにより、観光地が「滞在型観光」や「移

住促進型観光」といった新しい役割を担うようになっています。

現在の観光動向を踏まえ、観光地には地域資源を活用した持続可能な観光モデルの構築が求めら

れています。また、観光と移住促進、地域活性化を結び付ける取組が必要です。ICTを活用した観光

サービスの充実や、新しい旅行ニーズに応じた柔軟な対応は、地域の経済成長と観光地のブランド価

値向上につながります。これからの観光地は、訪れる人々にとっても、地域住民にとっても持続可能で魅

力的な場所を目指すことが重要となります。
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コロナ禍（令和5年まで）以降、持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けた観光の役割が

一層注目されています。SDGsの17の目標の中でも、経済成長と雇用に関する「目標8」、消費と生

産に関する「目標12」、海洋資源に関する「目標14」には観光の重要性が明記されています。国連

世界観光機関（UN Tourism）も、観光がすべての目標達成において直接的・間接的に貢献し、

持続可能な開発における不可欠な役割を担うとしています。

現在、観光地では地域資源の保全を軸とした持続可能な観光地経営が一層求められています。

環境保護や地域文化の継承を重視する旅行者が増え、観光地にはこれに対応する取組が期待され

ています。これらの施策は、単なる観光振興だけでなく、観光地としてのブランド価値を高める戦略とし

ても注目され、持続可能性の訴求が地域間競争力の向上に直結しています。持続可能な観光への

取組は、地域経済の活性化と観光地の長期的な発展を支える基盤となります。地域住民との共生

を考慮した観光地運営は、旅行者に魅力的な体験を提供するだけでなく、地域社会全体の利益を

最大化することにもつながります。この取組を進めることで、訪れる人々にも地域住民にも持続可能で

魅力的な未来を創出する観光地が実現されます。

※ブッキング・ドットコム調査（28か国・2万人に対して旅行とサステナブルについてオンラインアンケート調査）
●将来はよりサステナブルに旅行したい ― 53％が「はい」 ●よりサステナブルなオプショナルツアーに参加したい ― 69％が「はい」
●自身が払った金額、どのように現地のコミュニティに還元されているかを知りたい ― 55％が「はい」
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戦略推進に関わる関係者と各関係者の役割
1

観光はすそ野の広い産業です。宿泊、交通、飲食、観光施設、旅行等の観光事業者だけでなく、農

林漁業者や製造業者や販売事業者など関連する分野が多岐にわたります。そのため、市や日向市観

光協会、観光事業者だけでなく、様々な関係者と連携して事業を進めていくことが必要です。

また、本戦略の目的として掲げている地域経済や地域コミュニティの活性化を実現するためには、戦略

の実施を市や日向市観光協会が担うだけではなく、各関係者が主体的に関わることが重要です。関係

する各主体の役割として、以下を想定しています。

●観光関連事業者

戦略では、観光客にモノやサービスを提供する事業者に加え、農林漁業者、製造業者、販売業

者などの間接的に観光に関わる事業者も含めて観光関連事業者とします。経済活動の主役として

観光客が楽しめ、満足度が向上するモノやサービスを開発、提供する役割を持ちます。

●地域と市民

●市と日向市観光協会

各関係者と連携を図るとともに積極的に活動する観光関連事業者や地域の取組に対して支援を

行う役割を持ちます。また、国内外に向けて本市の魅力ある観光資源のプロモーションを行っていきま

す。

観光戦略の進め方
2

観光戦略を展開するためには、市場データ収集やターゲットを捉えたプロモーション、またそれに基づく

コンテンツ開発等の適切なマーケティング活動が必要です。また、ポストコロナ期の観光客の価値観や旅

行ニーズ等の変化を踏まえるとともに、安全で安心な環境整備も重要です。それぞれを適切に実施す

るための方針を以下に記載します。

➊市場の把握及び対象市場の設定

❷対象市場の消費者ニーズを満たす地域資源のコンテンツ化

❸対象市場に対するコンテンツの適切な情報発信、プロモーション

❹対象市場の消費者が購入しやすい環境や状況の創出

マーケティングの

定義

本戦略では、市民、自治会(区)、まちづくり協議会、観光関係団体等が地域づくりの主体とし

て、魅力的な地域を作り上げるとともに、観光客を受け入れる役割を持ちます。私たちが暮らす地域

を愛し、おもてなしの心で観光客に接することも役割と言えます。

第4章 観光戦略推進の考え方
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戦略の目標（KPI）
1

本戦略においては、関係人口の増加とともに賑わいの創出及び日向ファンやリピーターを増やすことで、

外貨を稼ぎ本市の経済の活性化を図るとともに、市民・事業者・行政が一体となったまちづくりを通して、

本市の豊かな自然や歴史文化、サーフィン環境等の魅力を再認識してもらい、市民の本市への愛着と

誇りを高め、地域コミュニティの活性化を図り、定住人口の維持・増加に繋げていくことを目的にしていま

す。そこで、本戦略における主要な目標を以下の通りとします。

※観光消費額については、正確な数値の把握が困難なため、推計値を参考目標値とします。
※宿泊客数にはホテル、旅館、民宿、ゲストハウス、コテージ等を含みます。

重要業績評価指標（KPI）
基準値

令和5年（2023年）
目標値

令和10年（2028年）

観光消費額 2,368,995千円 3,782,000千円

観光入込客数 1,102,410人 1,760,000人

市内宿泊客数 164,592人 230,000人
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第5章 観光戦略の目標



改定において必要な要素
1

（１）滞在型観光の促進

①宿泊施設の拡充

市内の宿泊施設を増やし、地域に長く滞在してもらうための施策を強化する必要があります。特に、

キャンプ場やエコロッジなど、自然体験に合った宿泊施設を拡充することも重要です。

②ナイトタイムエコノミーの強化

夜間の観光コンテンツ（ナイトツアー、地元の食を活かしたイベントなど）を増やし、観光客が夜も

楽しめる環境の整備が必要です。

（２）地域資源の活用と多角化

①農漁業体験ツーリズムの推進

耳川流域の農業体験や、漁業体験を観光商品として強化し、観光客が地域の産業に触れる機会

の提供が必要です。

②歴史・文化観光の強化

美々津の歴史的街並みや若山牧水関連の文化的観光資源を活用し、文化体験プログラム（歴

史散策、詩の朗読イベントなど）の拡充が必要です。

③質の高い観光コンテンツの開発

個人旅行中心の観光においては誰でも・いつでも行けることと、質の高い体験が求められます。これら

が両立する地域資源を活用した観光コースやメニューの開発が必要です。

（３）インバウンド戦略の強化

①多言語対応の強化

観光案内やウェブサイト、パンフレットの多言語対応を拡充し、インバウンド観光客向けの情報提供

を強化する必要があります。また、インバウンド観光客向けのツアーの開発やモニターツアーの実施も推

進する必要があります。外国人が訪れやすい環境の構築が重要と考えられます。

②国際プロモーションの強化

本市の観光資源をアピールするために、SNSや旅行関連のグローバルメディアを活用した国際的な

プロモーション活動を積極的に行うことが必要です。そのためには海外に通用するブランドの構築が必須

といえます。

第6章 観光戦略の施策体系と重点施策
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（４）観光DXの推進

①オンライン予約システムの導入

宿泊や体験プログラムの予約ができるオンラインプラットフォームを整備し、観光客がスムーズに予約

参加できる環境の構築が必要です。

②デジタルプロモーションの強化

YouTubeやInstagramを活用した観光資源のデジタルマーケティングを強化し、特に若年層への

訴求を進める必要があります。

③市内の飲食店・宿泊施設・観光地の質の可視化推進

スマートフォンが観光のマストアイテムとなっていることから、Googleマップや観光関連地図サイト等に

おいて観光スポットや飲食店、ホテルなどの周辺情報やおすすめ情報などを掲載する必要があります。

可視化できる取組とこれらの改善指導できるDMOや専門家の存在が必要です。

④観光客の人流データ取得とニーズ把握の強化

観光客の動向や変化等をリアルタイムで解明し、ニーズを正しく把握する取組が必要です。携帯

キャリアとの連携等も視野に入れ、解析した結果を現場にフィードバックする仕組みづくりが必要です。

（５）持続可能な観光の推進

JSTS-Dに基づき、地域の環境保全活動を観光資源に結びつけ、エコツーリズムや地域住民参加

型の観光を推進することが必要です。

（６）日向坂46とのコラボレーションの拡充

日向坂46とのコラボイベントや限定ツアーを充実させ、若年層をターゲットにしたプロモーションを強化

するとともに、聖地化できるとさらに良いといえます。これにより、本市に新たな観光客層を呼び込むことが

期待されます。

（７）稼ぐ力に注力した取組の推進

市内に観光消費が還元され、地元が豊かになる地産地消・地産外商型の観光が求められている

ことから、地域資源や食、宿泊などの地域経済、市民の所得向上に寄与する取組を推進することが

求められます。
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基本施策
2

～来てみたくなるまちづくり～

具体的な施策 施策の内容

１ プロモーションの推進

○インフルエンサーや SNS 等を活用した情報発信と、地域ブランドの

確立等に向けた強力かつ効果的なプロモーションに取り組みます。

○首都圏等において物産展を開催し、本市の特産品や観光に興味を

持ってもらうことで、地場産品等の流通拡大と観光誘客を図ります。

○「へべす発祥の地・日向」としてのブランドイメージの保守・向上、その

他ブランド産品等の PRに取り組みます。

２ 持続可能な観光地域
づくりの推進

○自然環境や文化歴史等の保全・教育など、エコツーリズムの推進に

取り組みます。

○観光ガイドの育成や地域との連携による質の高い観光地づくりに

取り組みます。

○観光地域づくり法人（ＤＭＯ）の形成に取り組みます。

○観光客の満足度向上のため、ニーズに応じた食や宿泊施設の提供

など観光関係事業者が連携したおもてなしの向上に取り組みま す 。

○観光ＤＸの推進により、ターゲットを明確にした情報発信、マーケット

の拡大及び観光需要の創出、観光客の利便性向上に取り組み

ます。

３ 観光施設の利用促進

○利用者に安全で快適な環境を提供するため、計画的な施設の改修

や設備の更新に取り組みます。

○観光施設のユニバーサルデザイン化を推進します。

○来場者の利便性向上及び増加に向けて、お倉ヶ浜海水浴場等

で飲食物の提供を行います。

22

第６章

観
光
戦
略
の
目
標

基本施策は、今後４年間（令和7年度～令和10年度）で実施する観光振興に係る基本的

な事業を目的別に取りまとめたものです。主に市、日向市観光協会及び観光関連事業者等が中

心となり、関係団体等と連携して事業を実施します。具体的な施策と内容は以下の通りです。



～誇りと愛着を育み人が集まるまちづくり～

具体的な施策 施策の内容

１

シティプロモーションの

推進

○自然環境や文化歴史、食など、本市の魅力を生かし、国内外に向け

たシティプロモーションに取り組みます。

○旬の観光や特産品の情報、市民団体主催によるイベント等の情報

などを積極的に発信することで、地域の認知度向上を図ります。

２
ワーケーション事業の
推進

○国内企業向けワーケーションをブラッシュアップさせ、より多くの企業の参

加を促します。

○新たなターゲットとして、訪日インバウンド（デジタルノマド）の誘致に取

り組みます。

４
国内外誘客による

観光消費の拡大

○観光消費の拡大のため、観光資源を活用した体験型・滞在型観光

コンテンツの造成及び商品化に取り組みます。

○市内の特色のある祭りや、文化財の活用など地域資源を最大

限活用した取組を支援します。

○県北地区の魅力と細島港の地理的優位性を国内外に発信し、県

と連携したポートセールス等により、クルーズ旅客船の誘致を進めます。

○ファムトリップやインバウンドツアー等の企画催行、現地展示会での

プロモーションに取り組みます。

○外国語対応の案内看板やガイドブックの作成、ツアーガイドの育成に

取り組みます。

○県や圏域市町村と連携し、広域観光ルートの開発やプロモーションに

取り組みます。

５ スポーツキャンプ等の
誘致

○日向市スポーツキャンプ等誘致推進協議会等と連携したキャンプ等

の誘致に取り組みます。

○キャンプ誘致に対する市民の機運醸成を図るため、東北楽天ゴール

デンイーグルスの市民応援ツアーを行います。

○キャンプ期間中に、選手と市民の交流事業に取り組みます。

６
サーフィン大会の誘致
及びビーチの賑わいの
充実

○各種サーフィン大会の支援等に取り組みます。

○来場者の利便性向上及び増加に向けて、お倉ヶ浜海水浴場等で飲

食物の提供を行います。

○市内在住の小中学生のサーフィン授業等を継続し、市民サーファーの

育成に取り組みます。
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日向市観光に関するSWOT分析
3

ワーキンググループ検討委員会、消費者意向調査での意見及び専門家の視点から、以下のように

SWOT分析を行いました。

SWOT分析から導く日向市観光戦略で実現すべきこと
4

本市の観光戦略では、自然資源と地域の安心・安全を基盤に、新たな観光需要を創出することが重

要です。サーフィンやスポーツイベント、スピリチュアルスポットなど既存の強みを生かし、SNSやインフルエン

サー等をはじめ多様なチャンネルを活用した情報発信の強化、２次交通の改善、観光DXや多言語化を

推進し、インバウンド観光客や若年層の誘致を強化します。これらを踏まえ、「日向らしさ」のある観光コン

テンツ、ご当地グルメや特産品を開発し、地域のブランド力を高めるとともに、持続可能で競争力のある観

光地域として発展を目指します。
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日向市観光戦略策定における各意見を要約したSWOT

プラス要因 マイナス要因

内

部

環

境

強み (Strengths) 弱み (Weaknesses)

1.安全で災害や事件が少ない、混雑が少ない。
1.交通の便が悪い。
（都市部や空港から遠い、観光地間のアクセス不足）

2.生活環境が整っており、気候が良く、年中過ごしやすい。 2.宿泊施設が少なく、偏在している。

3.海・山・川など自然が豊かで、まちがコンパクト。
（駅と市街地が近い）

3.トレンドやデジタル化に遅れており、情報発信力が弱い。

4.食材が豊富で新鮮、地元の居酒屋やスナックの評判が
良い。

4.雨天時の観光や体験型アクティビティが不足。

5.サーフィンやスポーツ環境が充実。 5.子ども向け施設や夜間イベントが少ない。

6.製造業（食品・木材）が盛んで、大型船の入港が可能。 6.「日向市ならでは」の特産品や名物が認知されていない。

7.スピリチュアルスポットや伝統文化が豊富。 7.高齢化、賃金の低さ、全国的な認知度不足。

8.物価が安く、地元住民が親切。 8.港や伝統工芸品（はまぐり碁石など）の活用不足。

9.街並み、駅、海がきれい。 9.夜の町が静かすぎる、魅力的な飲食店が少ない。

10.日照時間が長く、観光地が多い。 10.観光DX（デジタル変革）の取組が不足。

機会 (Opportunities) 脅威 (Threats)

外

部

環

境

1.日向にゆかりのある著名人やスポーツイベントの活用。 1.物価高騰、人材不足、観光財源の不足。

2.リモートワークや国内旅行需要の増加。 2.自然災害や気候変動、農作物不作リスク。

3.高速道路の整備やクルーズ船寄港の増加。 3.感染症の流行による移動制限の懸念。

4.サーフィン大会の開催やメディア露出。 4.高齢化・若者の地元離れによる人口減少。

5.SNS普及や県外からの観光客増加。 5.円安や消費意欲低下。

6.ブライダルロケーション撮影の需要増加。
6.他の観光地との競争、情報社会の進展による不便さから

の地域離れ。

7.観光大使や地元アーティストを活用したプロモーション。

8.国際線の増加によるインバウンド観光の機会。



重点施策
5

重点施策は、基本施策の中で、本戦略の4か年及びその後の本市の観光の発展にとって、特に観

光客誘致及び観光消費額拡大に寄与するとともに、今後の観光の大きな潮流に対応した３つの施策

【➊観光消費額拡大に向けた取組の充実、❷観光客の誘致に向けたブランディングと情報発信の強

化、❸通過型観光からの脱却を目指した観光地域づくり】を、重点的に実施していきます。

観光消費額拡大に向けた取組の充実1重点施策

ワーキンググループで協議された取組内容案

滞在時間の延長に繋がるコンテンツ等 ●滞在型観光コンテンツの拡充

●農業、漁業、工芸品製作の体験プログラム

●滞在時間延長・周遊を促すクーポンの発行

●周遊を促すスタンプラリーの実施

日向ならではの特徴を活かしたコンテンツ ● 「日向グルメフェス」の定期開催

●自然を利用したフォトスポットの設定

●大御神社での早朝禊体験

ナイトタイムエコノミーを促進するコンテンツ ●夜の飲食店・スナック巡りプランの造成

●夜市や屋台を活用したナイトマーケット開催

●ライトアップなど夜のイベントの企画

●夜のひょっとこ劇場など夜間特別観劇

●星空観察

インバウンド対策 ●ポートセールス

●インバウンドツアーの企画

関係人口の拡大 ●土産物・特産品の販売拡大

目的１

滞在時間の延長と観光消費額の増加を目指し、地元の資源やコンテンツを活用して、観光客の

満足度向上を図ります。

ワーキンググループで協議された内容２
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期待される成果

５

●観光消費額の増加と地域経済への波及効果

●地元産業の振興と雇用創出

●地域の経済循環の拡大

●インバウンド客数の増加

●テーマや目的を持った観光客の顧客満足度向上

●宿泊に繋がる観光プランの開発による宿泊客数の増加

●観光入込客数の増加

想定される実施主体

日向市観光協会、日向商工会議所、東郷町商工会、宿泊事業者、飲食店事業者、アクティ

ビティ事業者、農林漁業者、交通事業者、日向市スポーツキャンプ等誘致推進協議会、サーフィン

関係者他

※高校生や大学生等の参加を促すことで、若年層の意見も反映されるように努めます。

４

基本施策の中の関連する事業のうち地域資源を生かした取組や、観光コンテンツの充実等を含め、

以下の事業を中心に取り組みます。

１－１ 地元食材を活用したグルメツアーや体験型コンテンツの開発

１－２ ナイトタイムエコノミーを活用した夜間イベントの開催

１－３ 観光地周遊を促す仕組みづくり

３ 事業内容

観光客の誘致に向けたブランディングと情報発信の強化２重点施策

目的１

本市の魅力及び認知度向上のため、情報発信力を強化し、また、地域資源の効果的なブラン

ディングにより、訪問動機を高めることで、国内外観光誘客及びリピーター獲得、ふるさと応援寄附金

への誘導、市民意識の醸成を図ります。
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事業内容

２

デジタルプロモーションの強化、ブランディングキャンペーンを実施しながら、基本施策の中の関連する

事業のうち以下の事業を中心に取り組みます。

２－１ デジタルメディア、マスメディア、地元ゆかりの著名人を活用したプロモーション

２－２ 外国人観光客向けプロモーションの展開

２－３ 市民を巻き込んだシティプロモーション、地域ブランディングやイメージの向上

３

ワーキンググループで協議された取組内容案

デジタルプロモーションの強化 ●若年層をターゲットとした観光プロモーションの展開

写真や動画コンテストを通じたSNS拡散プロモーション

●観光アプリを開発し、地元の魅力を一元化

マスメディアを活用したプロモーション ●CMロケ地、映画、アニメ等との連携模索

●映画ロケ地としての誘致

地元ゆかりの著名人やインフルエンサーを
起用したPR

●地元ゆかりの著名人・芸能人・アスリートや発信力の

強いインフルエンサーを起用した広報活動を展開

外国人観光客向けプロモーションの展開
（多言語対応）

●ファムトリップや観光博覧会への出展

●多言語対応の観光ポータルサイトを構築

日向の特徴を活かしたブランディング ●「日向サーフィンの聖地」「スピリチュアル日向」など

テーマ別キャンペーンの実施

●「へべす発祥の地日向」としてのブランドイメージの

向上及びその他のブランド産品等のPR

市民を巻き込んだ地域ブランディング ●市民・地元企業などが連携して地域の魅力を発信

ワーキンググループで協議された内容

期待される成果

●情報発信体制の強化や効果的・継続的な情報発信による本市観光の好感度や認知度の向上

●新規観光客の増加と観光ブランド力の向上

●地域資源を基にした観光イメージの確立

●リピーター観光客の増加

●地域資源に対する誇りや愛着心の向上

想定される実施主体

日向市、日向市観光協会、日向商工会議所、東郷町商工会、マーケティング企業、在京日向会、

近畿日向会、地元ゆかりの著名人他

４

５
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通過型観光からの脱却を目指した観光地域づくり３重点施策

目的１

２

地域資源を生かした持続可能な観光地域づくり、観光資源の利活用、長期滞在や高付加価値

宿泊施設、ワーケーション推進を踏まえた基本施策の中の関連する事業のうち、以下の事業を中心

に取り組みます。

３－１ 日向周辺や観光資源と一体となった宿泊の提供、観光施設・体験型観光地の利活用促進

３－２ 観光地間のアクセス改善と観光地の連携強化

３－３ 地域住民と観光客の交流機会の創出

滞在型観光地としての基盤を整え、観光客の滞在時間を延ばすことで地域経済への貢献度を

高めることに取り組むとともに、観光客が「滞在したくなるまちづくり」への転換を目指します。

３

５

期待される成果

想定される実施主体

●観光客の滞在日数・滞在時間と市内宿泊率の向上

●地域全体の観光収益の増加

●地域住民と観光客の交流促進による地域活性化

日向市、地域住民、日向市観光協会、宿泊事業者、交通事業者他

ワーキンググループで協議された取組内容案

周遊ルートの構築とインフラ整備 ●「日向周遊ルート」の構築とプロモーション

●空き家や古民家を活用した宿泊施設の整備を推進

観光地間のアクセス改善 ●観光地を巡回するシャトルバスの導入

●単独の観光コンテンツを繋いだツアーの造成

長期間滞在に向けた施策 ●観光施設の利活用推進

（ユニバーサルデザイン化、お倉ヶ浜で飲食物の提供）

●ワーケーション環境の整備と長期滞在プランの開発

●ワーケーション滞在プランの提供

（長期割引やコワーキングスペース併設宿泊）

地域住民を巻き込んだ取組 ●観光客満足度向上のため、食や宿泊施設の

おもてなしの向上研修

●地域住民参加型のイベント、体験ツアー実施

事業内容

ワーキンググループで協議された内容

４

282828

第６章

観
光
戦
略
の
目
標



効果的な取組の推進体制1

本戦略に基づく事業は、各重点施策において想定される実施主体を中心とし、県や関係市

町村、日向市観光協会、民間事業者、大学、市民などの多様な主体と連携しながら推進し

ていきます。

また、庁内各部局や関係機関で行っている事業の共有を行い、効果的・効率的な観光誘

客・観光消費につなげていきます。

戦略の進捗管理2

１)進行管理の考え方

本戦略の進行管理は、毎年度事業の実施状況や成果指標の達成状況を把握しながら、

適切な進行管理を行います。

２)PDCAに基づく計画的な進捗管理

本戦略に基づく重点施策の進捗に関しては、施策の実効性を高めていくため、実施する

事業について、PDCAサイクルを活用し、適切な評価・検証を行います。

計画の評価体制3

本戦略の評価体制として、本戦略策定組織「日向市観光戦略策定委員会」において、重

点施策等の進捗状況把握や、上記の検証結果、PDCAサイクルに基づく評価、意見交換等

を行うとともに、第3次日向市総合計画におけるまちづくりの基本目標「活力とにぎわいにあふれ、

交流が広がり、将来にわたって誇れるまち」の実現に向けて継続的に取り組みます。

重点施策の推進に向けて
6
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日向市観光戦略策定委員会 委員名簿

長山 尚広 日向市商工観光部 部長

杉山 智行 国立大学法人 宮崎大学 地域資源創成学部 地域資源創成学研究科 教授

黒木 繁人 一般社団法人 日向市観光協会 会長

谷口 勝 宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合 日向支部 支部長

橋口 修 日向市民宿業組合 組合長

田崎 澄 宮崎県飲食業生活衛生同業組合 日向支部 支部長

飯沼 智宏 宮崎県タクシー協会 日向支部 支部長

野口 洋 日向商工会議所 事務局長

寺原 孝幸 東郷町商工会 会長

菊池 建次 九州旅客鉄道株式会社 延岡駅 駅長

日向市観光戦略の策定経過

令和６年10月28日
第１回策定委員会

第１回ワーキンググループ検討委員会

令和６年11月21日 第２回ワーキンググループ検討委員会

令和６年12月19日 第３回ワーキンググループ検討委員会

令和６年12月19日 第２回策定委員会

令和７年１月21日 第４回ワーキンググループ検討委員会

令和７年２月18日
第３回策定委員会

第５回ワーキンググループ検討委員会

令和７年３月末 観光戦略の最終報告

令和７年４月 観光戦略の公表
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●IoT（Internet of Things）

IoT とは、従来インターネットに接続されていなかった様々なモノ（センサー機器、駆動装置（アクチュエー

ター）、住宅・建物、車、家電製品、電子機器など）が、ネットワークを通じてサーバーやクラウドサービスに

接続され、相互に情報交換をする仕組み。読み方は「アイオーティー」で、「Internet of Things」の略か

らもわかるように「モノのインターネット」という意味で使われている。

●ICT（情報通信技術）

ICTは「Information and Communication Technology（情報通信技術）」の略で、通信技術を

活用したコミュニケーションを指す。情報処理だけではなく、インターネットのような通信技術を利用した産業

やサービスなどの総称。

ICTは、ITに「Communication（通信、伝達）」という言葉が入っており、ITよりも通信によるコミュニ

ケーションの重要性を強調している。単なる情報処理にとどまらず、ネットワーク通信を利用した情報や知識

の共有を重要視している。スマートフォンやIoTが普及し、さまざまなものがネットワークにつながって手軽に情

報の伝達、共有が行える環境ならではの概念。

●アクティビティ

リゾート地などでのさまざまな遊びや体験のこと。

●アドベンチャーツーリズム（AT）

「アクティビティ」、「自然」、「異文化体験」の3つの要素のうち2つ以上で構成される旅行形態（世界最大

のAT関連機関、Adventure Travel Trade Associationによる定義）。もともとは1980年代に自然

を活かしたアウトドア・アクティビティ観光としてニュージーランドで発達した。自然をテーマとした観光にはエコ

ツーリズム、グリーンツーリズムなどがあるが、アドベンチャーツーリズムは、アクティビティや異文化体験が組み

込まれ、「学び」より「楽しみ」を重視したレジャー性の高さが特徴。

●インバウンド

「中に入ってくる」という意味のインバウンドという単語は、旅行業界においてはインバウンドツーリズムとして使

われ、「国内に入ってくる旅行」という意味で使われる。つまり日本に入ってくる旅行、「訪日外国人旅行」の

ことをインバウンドと略して呼ぶ。

●Web会議（オンライン会議）

Web会議(オンライン会議)とは、インターネットを利用して遠隔地の拠点同士を繋ぎ、音声・映像・資料な

どをリアルタイムに共有しながら行う会議のこと。そして、Web会議を行うためのITツールが、Web会議シス

テム。1対1はもちろん、複数人で会話することもでき、対面時と同じようなコミュニケーションが取れることから、

会議や商談だけでなく、たくさんの人を相手にセミナーを開いたり、社長が全社員に向けて話したり、テレワー

ク時のコミュニケーションツールとしても活用されている。

【あ行】
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●ウィズコロナ

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を警戒しながら経済・社会活動を進めていこうとする期間のこと。

●AI（人工知能）

AIまたは人工知能とは、人間の知的能力をコンピュータ上で実現する、様々な技術・ソフトウェア・コンピュー

タシステムのこと。

●LCC

ローコストキャリア(Low Cost Carrier)の略称で、効率的な運営により低価格の運賃で運航サービスを提

供する航空会社を指す。米国の航空自由化を契機に登場し、世界的に航空規制緩和が進む中で各地

に数多く誕生してきた。

●SNS

ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。インターネット上で人と人とのコミュニケーションを促進し、社会的

なネットワークの構築を支援する会員制のWebサービス（LINE、Twitter、Instagram、TikTok、

Facebook等）を指す。

●SDGs（持続可能な開発目標）

国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された、

2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標。17のゴールと169のターゲットから構成され、

地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っている。SDGsは発展途上国の

みならず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり、日本としても積極的に取り組ん

でいる。簡単に言うと「世界中にある環境問題・差別・貧困・人権問題といった課題を、世界のみんなで

2030年までに解決していこう」という計画・目標のこと。

「持続可能な開発目標」。簡単に言うと「世界中にある環境問題・差別・貧困・人権問題といった課題を、

世界のみんなで2030年までに解決していこう」という計画・目標のこと。※「持続可能な」という部分は、

「人間の活動が自然環境に悪影響を与えず、その活動を維持できることを意味しています。（改善する動

きを）長期間に渡って、実施し続けられる」という意味。要約すると、このような方針・目標があります。「貧

乏で困っている人を無くす」：発展途上国への支援等が該当します。「差別のない社会を作る」：年齢や

性別、障害、人種、民族、出自、宗教、経済的地位等で差別をしない社会を実現していく。「環境を大

切にする」：地球環境・自然環境に配慮しながら、国や企業が活動できるようにしていく。

●オーバーツーリズム

ある地域に観光客が集中して過剰に混雑することにより、さまざまな弊害が生じること。具体的な例としては、

宿泊施設の不足や景観の損失により観光客の満足度が低下することや、ごみの投棄や騒音、交通渋滞

により地域住民の日常生活に支障が出ることなどがある。

32

用
語
説
明



●観光コンテンツ

観光において消費者を惹きつけ、消費の対象となり得るモノやサービスのこと。有形や無形、または商品化

の有無に関わらず、自然景観や歴史文化といった抽象的なものまで含めることがある。

「食」、「産業（産業遺産）」、「まち・景観」などはコンテンツとなりうる観光資源。これらについては、新しい

ブランドを創出させるのではなく、地域のいつもの生活・文化を活かして、旅行者に「異日常」を提供するよう

心がけることが重要とされる。

●グリーン・デスティネーションズ（ＧＤ)

オランダを拠点に置く、世界持続可能観光協議会（GSTC）が開発した持続可能な観光の国際指標の

認証団体の一つ。

●グローバル・サステナブル・ツーリズム協議会（GSTC）

世界的な旅行および観光分野における観光産業界の専門家や、政府機関のための持続可能な開発の

基準を定め、管理する国際非営利団体。

●KPI

政府や企業、団体、個人などが一定の目標達成に向かってそのプロセスが順調に進んでいるかどうかを点

検するための、もっとも重要な指標。経営学から発生した概念で、英語のKey Performance Indicator

の略語。日本では「重要業績評価指標」「重要達成度指標」「重要成果指標」などと訳されることが多い。

KGI（重要目標達成指標）として、たとえば、売上高、入学希望者数、納税率などを設定することが多

いのに対し、KPIとしては顧客からの引き合い件数、学校訪問回数、滞納者数などを指標に設け、日次、

週次、月次など一定期間ごとに数値をチェックして進捗状況を管理する。

●コロナ禍

新型コロナウイルス感染症のワクチンや治療薬、治療法が見つかり、事態が収束するまでの期間のこと。

●コンテンツ

本来は娯楽産業やICT産業において、映像や音声、文章、ゲーム等の「情報そのものが商品的価値を持

つ作品や著作物」のことを指すが、観光業界においては、旅行者等から消費の対象となり得る商品やサー

ビスのことを意味する。

【か行】
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●サステナブルツーリズム（Sustainable Tourism）

旅行先の地域文化と環境の保全を第一に考えた「持続可能な観光」を意味する。観光客が一方的に旅

行先のコンテンツを消費するだけでなく、そこに住む地域の人々の生活も豊かになるように考えられた旅が、

サステナブルツーリズムの良い例だと考えられている。例えば現地の雇用を生む農業ツアーや、必ずごみは持

ち帰ることを前提とした自然体験ツアーなどである。

●サステナビリティ・コーディネーター

GSTC認証に基づく持続可能な観光地づくりの進捗管理や、関連する事業の企画・運営等を担う、サステ

ナブルツーリズム推進のトップランナーとなる人材。

●CIQ

税関（Customs）、出入国管理（Immigration）、検疫（Quarantine）の総称

●シビックプライド（Civic Pride）

直訳すると「市民の誇り」という意味。 しかしその意味は、単なる郷土愛やまち自慢ではなく、自身が地域

のまちづくりにかかわっているという責任感を持つことを指す。 シビックプライドを持つ市民が増えると、積極的

にまちづくりがなされ、観光振興にプラスに働くと考えられる。

※「シビックプライド/CivicPride」は、株式会社読売広告社の登録商標です

●GSTC(Global Sustainable Tourism Council 世界持続可能観光協議会）

世界的な旅行および観光分野における観光産業界の専門家や、政府機関のための持続可能な開発の

基準を定め、管理する国際非営利団体。

● GSTC認証

GSTCが定める国際基準を満たす認証制度。2008年、国際自然保護連合「第5回世界自然保護会

議」において、世界初のサステナブルツーリズム（持続可能な旅行形態）のための基準「世界規模での持

続可能な観光クライテリア（GSTCクライテリア）」が発表され、現在世界中で普及が進んでいる。

● GSTCトレーニングプログラム

観光地および観光産業を対象にしたGSTC認証制度の基準・指標を理解し、国連世界観光機関(UN

Tourism)が推奨する持続可能な観光を包括的に学ぶことができるプログラム。

●ステークホルダー

「企業の活動に対して、直接的・間接的な利害関係を有するグループまたは個人」を指すビジネス用語。

株主や経営者、従業員、顧客、取引先(金融機関を含む)、競合企業だけではなく、行政機関やNGO、

NPO、地域社会なども該当する。

【さ行】

34

用
語
説
明



●テレワーク

情報通信手段を活用し、場所や時間にとらわれずに働く労働形態。英語の「tele(離れた場所)」と

「work(働く)」を合わせた造語で、テレコミューティング(Telecommuting)とも呼ばれる。企業などの被雇

用者がオフィス以外の場所で業務を行う「雇用型」、個人事業主や小規模事業者が自宅や小さな事務所

で業務を行う「非雇用型」に分かれる。業績の評価や労働時間の把握が難しいといったデメリットもあるが、

女性や高齢者、障がい者などの就業機会の拡大、通勤混雑の緩和、企業のコスト削減などメリットも多く、

普及が期待されている。

●DMO（観光地域づくり法人）

DMOとはDestination Management（Marketing）Organizationの略称であり、観光地域づくり

を持続的戦略的に推進し、牽引する専門性の高い組織。観光地域づくりのまとめ役として、ビジョンの実現

のため地域の関係者の合意を得ながら、客観的データを元に責任をもって事業の立案から実行まで幅広く

担当する。

●DX（デジタルトランスフォーメーション）

DXはデジタルトランスフォーメーションを略したことば。変化や変換という意味があるトランスフォーメーションの

「トランス」を英語圏では「Ｘ」と表記することがあるため、「ＤＸ」と略されるようになった。日本語では「デジタ

ル変革」とも訳される。デジタル技術を使って、人手のかかっていたサービスを自動化したり作業を効率化し

たりするのが「デジタル化」だとすると、ＤＸはデジタル技術やデータを駆使して作業の一部にとどまらず社会

や暮らし全体がより便利になるよう大胆に変革していく取組を指す。

●デスティネーション・マネジメント

観光資源の有効活用を促進するための手法で、デスティネーション・マネジメント・システム（DMS）とも呼

ばれる。観光産業による地域おこしを展開する際、地域毎の特性を活かし差別化を図るもので、具体的に

は文化庁が制定した日本遺産や経済産業省が推進する「地域ストーリー作り」で実践されている。デスティ

ネーション・マネジメントを実践するさまざまな観光業者を「デスティネーション・マネジメント・カンパニー

(DMC)」と呼ぶ。

【た行】
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●ナイトタイムエコノミー

夜間（一般には、日没から日の出まで）に行われるさまざまな経済活動を示す言葉の経済活動のこと。

昼間に行われる一般的な経済活動と、区別するために用いられるもの。

●日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）

国連において、観光地が「最低限順守すべき項目」として、加盟国での順守が求められている指標の日本

版。「持続可能なマネジメント」「社会経済のサステナビリティ」「文化的サステナビリティ」「環境のサステナビリ

ティ」の4つの分野で構成されている。

【な行】

●VR（Virtual Reality）

現物や実物ではないが、あたかも本物であるような環境を、ユーザーの五感を刺激することにより人工的に

作り出す技術およびその体系。日本語では「仮想現実」と訳されることが多い。古くは小説や絵画、演劇、

テレビなども、程度の差こそあれVRとしての機能を有している。

●PR（Public Relations）

官庁・団体・企業などが、みずからの望ましいイメージおよびその施策や事業内容・主義主張などについて多

くの人々に知らせて理解や協力を求める組織的活動のこと。

●プロモーション

消費者に製品やサービスを認識させ、購買へと誘導するための活動のこと。

●ブランド

ブランドとは、個別の売り手または売り手集団の商品やサービスを識別させ、競合する売り手の製品やサー

ビスと区別するための名称、言葉、記号、シンボル、デザイン、あるいはこれらの組み合わせのこと。

【は行】
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●ブランディング（ブランド化）

消費者・顧客が心の中に抱く心象（ブランド・イメージ）と、企業が製品・サービスによって提案したいブラン

ド独自の価値（ブランド・アイデンティティ）を近づけ、一致させる活動のこと。また、ブランディングとは、「ブラ

ンドを構築するための、組織的かつ長期的な取組」という意味の言葉でもあり、「顧客や消費者が価値を感

じるようなブランドを作り上げるための諸活動」と言い換えることもできる。 ブランドの持つ特徴や、競合する

企業・製品などとの相違を示すことで顧客や消費者の興味を引き、購買を促すことを目的とする。

●ポストコロナ

新型コロナウイルス感染症が収束した後の期間のこと。



【ま行】

●マイクロツーリズム

自宅から1時間から2時間圏内の地元または近隣への宿泊観光や日帰り観光を指す。マイクロツーリズム

商圏内の人口規模が小さい地域もあるが、リピート利用の潜在性は高く市場規模が小さいとは限らない。

繰り返し利用してもらう仕組みを持つことで持続可能で安定したマーケットになる。

●マーケティング

企業が商品やサービスを開発し、消費者の手に渡るまでの諸活動のこと。企業活動における「売れる仕組

みの構築」に関する活動の総称である。市場と顧客の需要を明確にし、それに基づき商品を作り、商品の

存在を広く知らせつつ需要を喚起し、そして顧客の需要を満たし、最終的に自社の利益にも繋げる、といっ

た一連の戦略的な企業活動の総体である。

●マーケティングコミュニケーション

マーケティングコミュニケーションとは、「マーケティング4P」の1つ。マーケティング4Pとは「製品・価格・流通・プ

ロモーション」のことで、マーケティングコミュニケーションはこれの「プロモーション」に当たる。

企業が顧客に商品やサービスなどを知ってもらう、イメージを持ってもらう、購買してもらうなどの目的で顧客と

の接点を作り、コミュニケーションしていく活動全般のことを「マーケティングコミュニケーション」と言う。たとえば、

商品を売り出すために行う広告、SNSでの告知、キャンペーンや実際の接客などは、すべてマーケティングコ

ミュニケーションの一環。

●モニターツアー

一般モニターに旅行体験してもらうことで旅行の内容に関しての調査報告をしてもらうという旅行の一形態。

●モニタリング

日常的･継続的な監視のこと。消費者調査やサービス評価等の際に行われる。
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●リピーター

繰り返す人。特に、海外旅行などで同じ地を再び訪れる人、また、同じ商品を気に入って再度購入する人

などをいう。

●旅行マインド

消費者の旅行をしたいという意欲。

●ワーキンググループ（WG）

特定の問題の調査や計画の推進のため設けられた部会。作業班や作業部会ともいわれる。

●ワーケーション

「ワーク」と「バケーション」を組み合わせた造語で、観光地やリゾート地でテレワークを活用しながら、働きなが

ら休暇をとる過ごし方。在宅勤務やレンタルオフィスでのテレワークとは区別される。働き方改革と新型コロナ

ウイルス感染症の流行に伴う「新しい日常」の奨励の一環として位置づけられる。

【や・ら・わ行】
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令和７年３月
《令和7年４月～令和11年3月》

人 と 自 然 が 響 き 合 い
にぎわいあふれる共創のまち日向


